
6263 6263

改
正
建
築
基
準
法
と
施
行
令

を
読
ん
で
み
る
（
1
）

昨
年
改
正
さ
れ
た
建
築
基
準
法
の
施
行
令
と
国

土
交
通
大
臣
告
示
の
一
部
が
6
月
25
日
ま
で
に
告

示
さ
れ
、
同
日
付
で
施
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
防

火
管
理
に
つ
い
て
の
解
説
は
ひ
と
ま
ず
中
断
し
、

こ
れ
ら
を
解
読
し
な
が
ら
、
消
防
に
と
っ
て
留
意

す
べ
き
点
な
ど
を
考
え
て
み
ま
す
。

東京理科大学総合研究院
火災科学研究センター
教授
小林恭一 博士（工学）

で
は
、
こ
の
時
間
を
最
低
45
分
間
と
し
て
い
ま

す
。
45
分
間
と
い
う
の
は
、
準
耐
火
性
能
の
基

準（
同
第
１
０
７
条
の
２
）と
同
じ
で
す
。

令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示

第
１
９
３
号
は
仕
様
書
規
定

通
常
火
災
終
了
時
間
の
算
定
方
法
は
建
基
令

で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
国
土
交
通
大
臣
告

示
で
定
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
告
示（
令
和
元
年
国
土
交
通
省
告
示
第
１
９
３

号
第
１
）を
見
る
と
、
通
常
火
災
終
了
時
間
の

算
定
方
法
を
正
面
か
ら
示
さ
ず
、
地
階
を
除
く

階
数
で
４
階
以
下
、
３
階
以
下
、
２
階
以
下
の

３
種
類
に
分
け
て
仕
様
書
規
定
的
に
示
す
規
定

ぶ
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
階
以
下
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
構
造
を
準
耐
火
構
造
と
し
、
主
要
構

造
部
で
あ
る
壁
、
柱
、
は
り
及
び
屋
根
の
軒
裏

に
あ
っ
て
は「
75
分
間
準
耐
火
構
造
」と
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
75
分
間
準
耐
火

性
能
を
有
す
る
床
、
壁
、
防
火
設
備
で
床
面
積

の
合
計
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
区

画
す
る
こ
と
、
こ
の
区
画
ご
と
に
自
動
式
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
等
を
設
置
す
る
こ
と
、
天
井

の
室
内
に
面
す
る
部
分
の
仕
上
げ
は
準
不
燃
材

焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
性
能
を
有
し
て

い
れ
ば
よ
い
こ
と
と
し
た
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の「
一
定
規
模
以
上
の
…
建
築
物
」は
、
以

前
は「
高
さ
が
13
メ
ー
ト
ル
又
は
軒
の
高
さ
が
９

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
」で
し
た
が
、
昨
年

の
改
正
で「
地
階
を
除
く
階
数
が
４
以
上
で
あ
る

建
築
物
、
高
さ
が
16
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築

物
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
つ
い
て
の
懸

念
は
、
第
47
回
と
48
回
に
書
き
ま
し
た
の
で
省

略
し
ま
す
。

「
一
定
規
模
以
上
の
…
建
築
物
」に
つ
い
て
は
、

従
来
は
主
要
構
造
部
を
耐
火
構
造
等（
建
基
法

第
２
条
第
９
号
の
２
イ
の
基
準
に
適
合
す
る
も

の
）と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
昨
年
の
改
正
で「
通
常
の
火
災
が
消

火
の
措
置
に
よ
り
終
了
す
る
ま
で（
通
常
火
災

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
第
２
号
で
は
、
建
基
令
第
１
０
７
条（
耐

火
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）か
同
第
１
０
８

条
の
３
（
耐
火
建
築
物
の
主
要
構
造
部
に
関
す

る
技
術
的
基
準
）第
１
項
第
１
号
イ
及
び
ロ
の
基

準
に
適
合
し
て
い
れ
ば
よ
い
、
と
なって
い
ま
す
。

耐
火
構
造
相
当
の
性
能
な
ら
木
造
で
も
Ｏ
Ｋ
、
と

い
う
こ
と
で
、
従
来
の
考
え
方
と
同
じ
で
す
。

第
１
号
の
書
き
ぶ
り
は
、
通
常
の
火
災
に
対

し
て
非
損
傷
性
能（
イ
）、
遮
熱
性
能（
ロ
）及
び

遮
炎
性
能（
ハ
）を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

耐
火
性
能（
同
第
１
０
７
条
）や
準
耐
火
性
能（
同

第
１
０
７
条
の
２
）の
書
き
ぶ
り
と
同
様
で
す
が
、

耐
火
時
間
が
屋
根
や
階
段（
い
ず
れ
も
30
分
間
）

以
外
は
1
時
間
な
ど
の
具
体
的
な
時
間
で
な
く
、

「
通
常
火
災
終
了
時
間
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
通
常
火
災
終
了
時
間
」と
は
、
建
基
法
第
21

条
に
定
義
が
あ
っ
て「
建
築
物
の
構
造
、
建
築
設

備
及
び
用
途
に
応
じ
て
通
常
の
火
災
が
消
火
の

措
置
に
よ
り
終
了
す
る
ま
で
に
通
常
要
す
る
時

間
を
い
う
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
築
設
備
が
要

件
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
の
効
果
な
ど
も
考
慮
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
建
基
令
第
１
０
９
条
の
５

要
と
消
防
か
ら
見
た
問
題
点
な
ど
を
、
数
回
に

わ
た
っ
て
整
理
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

木
材
の
利
用
範
囲
拡
大
に
向
け
た

主
要
構
造
部
規
制
の
合
理
化

技
術
的
助
言
の
第
１
と
第
２
が
、
木
材
の
利

用
範
囲
の
拡
大
に
関
す
る
事
項
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
こ
の
改
正
の
最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

第
１
で
は
、
建
築
基
準
法（
以
下「
建
基
法
」

と
い
う
）第
21
条
第
１
項
の
改
正
に
よ
り
、「一
定

規
模
以
上
の
木
材
そ
の
他
の
可
燃
材
料
を
用
い

た
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
要
構
造
部
が
、

建
築
物
の
構
造
、
建
築
設
備
及
び
用
途
に
応
じ

て
通
常
の
火
災
が
消
火
の
措
置
に
よ
り
終
了
す

る
ま
で
の
間
、
当
該
火
災
に
よ
る
倒
壊
及
び
延

こ
の
改
正
に
か
か
る
条
文
を
読
ん
で
、
そ
の

内
容
が
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
り
、
分
量
が

多
く
か
つ
複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
改

め
て
わ
か
り
、
正
直
、
解
読
し
よ
う
と
い
う
気

持
ち
が
な
え
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

改
正
に
あ
た
っ
て
通
知
さ
れ
た
国
土
交
通
省
の

建
築
指
導
課
長
・
市
街
地
建
築
課
長
連
名
の
技

術
的
助
言（
令
和
元
年
６
月
24
日
付
け
国
住
指

第
６
５
４
号
、
国
住
街
第
41
号
、
以
下「
技
術

的
助
言
」と
い
う
）を
見
な
が
ら
条
文
を
読
む
と
、

改
正
の
趣
旨
、
内
容
な
ど
が
、
比
較
的
把
握
し

や
す
い
こ
と
が
わ
か
り
、
気
を
取
り
直
し
て
ト

ラ
イ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
以
下
、
こ
の
技

術
的
助
言
の
書
き
ぶ
り
を
ベ
ー
ス
に
、
改
正
概

建
築
指
導
課
長
等
の
技
術
的
助
言

終
了
時
間
）の
間
、
当
該
火
災
に
よ
る
倒
壊
及

び
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
性
能
を
有

し
て
い
れ
ば
よ
い
」と
な
り
ま
し
た
。

「
通
常
の
火
災
」と
は
何
？
「
消
火
の
措
置
」

と
は
何
？
「
通
常
火
災
終
了
時
間
」と
は
何
？

「
通
常
火
災
終
了
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
」

だ
け「
倒
壊
及
び
延
焼
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
性
能
」を
有
し
て
い
れ
ば
本
当
に「
地
階
を

除
く
階
数
が
４
以
上
で
あ
る
建
築
物
」を「
木
材

そ
の
他
の
可
燃
材
料
を
用
い
た
建
築
物
」に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
？ 

そ
の
時
間
が
過
ぎ
た
ら

そ
の
性
能
が
な
く
な
っ
て
も
本
当
に
大
丈
夫
な
の

か
？ 

…
と
、
こ
こ
だ
け
で
も
疑
問
は
満
載
で

す
。
そ
こ
で
、
今
回
定
め
ら
れ
た
建
築
基
準
法

施
行
令（
以
下「
建
基
令
」と
い
う
）第
１
０
９
条

の
５
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

建
基
令
第
１
０
９
条
の
５

（
大
規
模
の
建
築
物
の
主
要
構
造
部

の
性
能
に
関
す
る
技
術
的
基
準
）

こ
こ
で
は
、
第
１
号
と
第
２
号
の
ど
ち
ら
か

に
適
合
す
れ
ば
、
主
要
構
造
部
に
木
材
そ
の
他

の
可
燃
材
料
を
用
い
て
い
て
も
、
４
階
建
て
以

上
又
は
高
さ
16
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
と
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料
で
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
お

り
、
か
な
り
保
守
的
な
基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。

３
階
以
下
の
場
合
は
１
時
間
準
耐
火
基
準
に
適

合
す
る
準
耐
火
構
造
と
す
る
な
ど
の
基
準
が
示
さ

れ
て
お
り
、
２
階
以
下
に
つ
い
て
は
、
建
基
令
第

１
１
５
条
の
２
（
防
火
壁
又
は
防
火
床
の
設
置
を

要
し
な
い
建
築
物
に
関
す
る
技
術
的
基
準
等
）第

１
項
の
一
部
に
適
合
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
耐
火
時
間
は
30
分（
第
４
号
）で
す
。

３
階
以
下
の
規
定
と
２
階
以
下
の
規
定
は
木

造
３
階
建
て
共
同
住
宅
等
を
認
め
た
平
成
12

（
2
0
0
0
）
年
に
定
め
ら
れ
た
建
基
令
第

１
２
９
条
の
２
の
３
（
主
要
構
造
部
を
木
造
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
大
規
模
の
建
築
物
の
技
術

的
基
準
等
、
本
誌
拙
稿
第
44
回
参
照
）の
内
容

を
移
行
し
た
も
の
で
、
今
回
の
改
正
で
大
規
模

木
造
等
建
築
物
の
基
準
が
火
災
時
の
倒
壊
防
止

と
い
う
概
念
で
統
一
的
に
整
理
さ
れ
た
た
め
、

こ
の
条
文
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
、
４
階
75
分
、
３
階
60
分
、
２
階

30
分
が「
通
常
火
災
終
了
時
間
」に
相
当
す
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
条
文
的
に
は
ハ
ッ

キ
リ
し
ま
せ
ん
。
２
階
建
て
以
下
の
耐
火
時
間

が
30
分
で
よ
い
と
言
っ
て
い
る
こ
と
と
、
通
常

火
災
終
了
時
間
の
下
限
値
が
45
分
と
な
っ
て
い

る
こ
と
と
の
乖か

い
り離
も
実
態
上
ど
う
す
る
の
か
、

ち
ょっ
と
読
み
取
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
初
耳
の「
75
分
間
準
耐
火
構
造
」に
つ

い
て
は
同
告
示
第
１
の
第
２
項
で
、「
75
分
間
防

火
設
備
」に
つ
い
て
は
同
第
３
項
で
、
そ
れ
ぞ
れ

仕
様
書
規
定
的
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
告
示
で
は
、「
通
常
火

災
終
了
時
間
」に
つ
い
て
は
曖
昧
な
ま
ま
仕
様
書

規
定
だ
け
が
示
さ
れ
る
、
と
い
う
拍
子
抜
け
の

基
準
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
さ
ら
な
る
告

示
が
示
さ
れ
る
よ
う
で
す
の
で
、
留
意
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

改
正
建
基
法
第
21
条
で
は
、
４
階
建
て
以
上

又
は
高
さ
16
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
建
築
物
で
も

通
常
火
災
終
了
時
間
の
間
、
倒
壊
又
は
延
焼
防

止
の
性
能
が
確
保
さ
れ
れ
ば
建
築
で
き
る
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ど
ん
な
告
示
基
準
が
示
さ
れ

る
の
か
注
目
し
て
い
た
の
で
す
が
、
５
階
建
て
以

上
の
基
準
は
示
さ
れ
ず
、
４
階
建
て
以
下
に
つ
い

て
も
か
な
り
保
守
的
な
基
準
が
示
さ
れ
た
の
で
、

少
し
安
心
し
ま
し
た
。
５
階
建
て
以
上
の
木
造

建
築
物
等
を
造
り
た
い
場
合
は
、
告
示
に
よ
ら

ず
、
個
別
に
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
う
変
な
も
の
が
建
つ
恐
れ

は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
も
し
ま
す
。

建
基
法
第
21
条
に
は
た
だ
し
書
き
が
あ
り
、

「
そ
の
周
囲
に
延
焼
防
止
上
有
効
な
空
地
で
政
令

で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
も
の
を
有

す
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
政
令
」は
、
今
回
、

建
基
令
第
１
０
９
条
の
６
（
延
焼
防
止
上
有
効

な
空
地
の
技
術
的
基
準
）と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、

「
当
該
建
築
物
の
各
部
分
か
ら
当
該
空
地
の
反

対
側
の
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
が
、
当
該
各

部
分
の
高
さ
に
相
当
す
る
距
離
以
上
で
あ
る
こ

と
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
た
く
言
え
ば
、
周
囲
に
高
さ
相
当
の
空
地

が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
高
い
建
物
で
も
主
要
構
造
部

を
木
造
等
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と

で
す
。「
こ
の
限
り
で
な
い
」と
い
う
の
で
す
か
ら
、

今
回
の
告
示
基
準
に
適
合
す
る
必
要
も
、
国
土

交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
必
要
も
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。
高
さ
相
当
の
距
離
だ
け
離
れ
て
い
れ

ば
倒
れ
て
も
隣
地
に
届
か
な
い
の
で
、
周
囲
へ
延

焼
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

延
焼
防
止
上
有
効
な
空
地
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